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平成 23 年度

全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会

法人管理事務運営部会
実 施 報 告

研究のねらい

選ばれる私学をめざす組織づくり

～学校改革とリスクマネジメント～

◆ ◆ 平成23年７月１日（金）

◆ ◆ 私学会館（アルカディア市ヶ谷）

◆ ◆ ６０名（５４校・１協会）

◆ ◆ 理事・事務局長・事務長・事務職員

◆ ◆

◆ ◆ 演 題 「学校を取り巻くリスクとその対応のポイント」
◆ ◆ 講 師 東京海上日動リスクコンサルティング株式会社

上席主席研究員 茂 木 寿

◆ ◆ 演 題 「脱民主化とサービス業としての学校改革」
◆ ◆ 講 師 常 盤 木 学 園 高 等 学 校

理事長・校長 松 良 千 廣

この研修会は、学校経営・学校組織運営を支える管理事務職員の方々の専門性

の向上をめざして、最新の情報提供とネットワークの構築を目的としている。今年度

は、地域社会から信頼を得られる学校づくりのために、取り組むべき学校改革の方

策と危機管理の問題をとりあげることとした。

管理事務職員は、生徒の学習・生活環境を守り、保護者との確実な信頼関係を

築くために、危機管理に対する専門性を養うことが不可欠である。日々の学校生活

のなかにひそむ危険、災害、不慮の事故など、不測の事態が起きた時でも、各教職

員が本来の職務に専念できるようなバックアップ体制を整えるなど、堅実で組織的

な対策が重要と考える。さまざまな経験、実績をふまえた講演とともに、多くの参加

者との情報交換により、充実した研修をめざして、プログラムを実施した。
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◆ ◆

討議題 ①「学校改革について」（Ａグループ・Ｂグループ）

②「リスクマネジメントについて」（Ｃグループ・Ｄグループ）

◆ ◆ 分科会報告と研修会総括

参加者の方々のご発表により各分散会での討議内容を共有し、一日の研修を

総括した。あわせて参加者相互の交流を深めるため、名刺交換を行いながら自

由に懇談し、ネットワークづくりの時間とした。

茂 木 寿 （もてぎひとし）

（東京海上日動リスクコンサルティング株式会社 上席主席研究員）

1988 年アラビア石油株式会社入社。同社にて、原油・石油製品のマーケティング・

市場調査及び在外事務所の管理等に従事。1999 年より、東京海上日動リスクコンサル

ティング株式会社にて、主に企業等の総合的危機管理体制の構築、内部統制、広報危

機管理、海外ビジネスリスク、感染症対策等のコンサルティングに従事。また、官公

庁・自治体等公的機関の各種委員会等の委嘱等にも数多く携わっており、これまでコ

ンサルティングで携わった企業・組織は 500 社を超える。

論文・著書等は数多く、特に昨今の組織におけるリスク情勢等に関する分析につい

ては、各方面から高い評価を得ている。なお、講演数も年間平均 30 件以上（2000 年以

降の累計で 400 件以上）に上る。主な著作として「リスクマネジメント構築マニュア

ル」かんき出版（2007 年 9 月）がある。

松 良 千 廣 （まつらちひろ）

（常盤木学園高等学校 理事長・校長）

1973 年シティバンク入社。1985 年常盤木学園に転職。「学校は未来の幸せを売るサ

ービス業」「教育の目的は自立」と学校改革。教師の意識改革に努め、保護者と生徒の

声を聞くために校長ポスト（目安箱）を設置し、教師のスキルアップに役立てる。「パ

フォーマンス」の授業を必修にして生徒のコミュニケーション能力の育成に努める。

宮城県私立中学高等学校連合会会長。

講師・指導講師（プログラム順）

専門委員・指導員(順不同)

全体会（交流会）

分科会（研究討議）
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工 藤 誠 一（聖光学院中学・高等学校 理事長・校長）

森 本 純 生（高崎商科大学附属高等学校 理事長・校長）

正 村 幸 雄（学校法人鹿児島学園 理事長）

富 本 道 宣（富本教育研究所 所長）

鈴 木 秀 一（財団法人日本私学教育研究所 事務局長）

川 本 芳 久（財団法人日本私学教育研究所 主幹）

福 島 香 代（財団法人日本私学教育研究所 主査）

７月１日(金) 全体会場：私学会館（アルカディア市ヶ谷）

〈司会〉財団法人日本私学教育研究所 事務局長 鈴木秀一

受 付 ・ 資料配布
9:30

◆ 開 会 式

１．開会の辞

２．挨 拶 財団法人日本私学教育研究所理事長 吉 田 晋

財団法人日本私学教育研究所所 長 中 川 武 夫

３．専門委員長挨拶 法人管理事務運営専門委員長 工 藤 誠 一

４．日程説明

５．閉式の辞

〈 会場：６階 阿 蘇〉

10:00

◆ 講 演 Ⅰ

〔 講師紹介：富 本 道 宣 〕

演 題 「学校を取り巻くリスクとその対応のポイント」

講 師 東京海上日動リスクコンサルティング株式会社

上席主席研究員 茂 木 寿

〈 会場：６階 阿 蘇〉

12:00

昼食・情報交換会

〈各参加分科会場にて〉

13:00

事務担当

日程細目
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13:00
◆ 講 演 Ⅱ

〔 講師紹介：森 本 純 生 〕

演 題 「脱民主化とサービス業としての学校改革」

講 師 常 盤 木 学 園 高 等 学 校

理事長・校 長 松 良 千 廣

〈 会場：６階 阿 蘇〉

14:30

◆ 分 科 会

Ａグループ 討議題①「学校改革について」

〔司会：森本純生〕 〈会場：４階 飛鳥〉

Ｂグループ 討議題①「学校改革について」

〔司会：正村幸雄〕 〈会場：４階 鳳凰(東)〉

Ｃグループ 討議題②「リスクマネジメントについて」

〔助言：茂木 寿〕

〔司会：富本道宣〕 〈会場：４階 鳳凰(西)〉

Ｄグループ 討議題②「リスクマネジメントについて」

〔助言：茂木 寿〕

〔司会：工藤誠一〕 〈会場：７階 白根〉

16:00
◆ 全 体 会（交流会）

〔 進行：正 村 幸 雄 〕

・分科会報告

・情報交換会

・総括 法人管理事務運営専門委員長 工 藤 誠 一

〈 会場：６階 伊 吹〉

17:00

◆ 閉 会 式

１. 開式の辞

２．専門委員長挨拶 法人管理事務運営専門委員長 工 藤 誠 一

３. 閉会の辞

17:30 〈 会場：６階 伊 吹〉
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演 題 「学校を取り巻くリスクとその対応のポイント」

講 師 東京海上日動リスクコンサルティング株式会社

上席主席研究員 茂 木 寿

昨今は社会の価値観が変わり、すぐに学校側に解決を

求める風潮がある。学校を取り巻く環境の変化により、

学校が危機に陥りやすい状況になっているといえよう。

学校における危機管理の一番の目的は、生徒・教職員

の生命を守ること。次に、信頼関係を維持し、日常の組

織・運営を確かなものにすること。そして、今まで築き

上げてきた学校に対する信用やブランドを守ることであ

る。長いスパンの中で一番危惧されることは何かを考えてほしい。

危機管理マニュアルの作成のために考えられるリスクを別表にした。誰のどんな要因で

何が起こるのか、絶対避けなければならない学校全体で対処できる問題は何かを考えて洗

い出し、その対処方法を考える。次に、問題が起きた時のために、マニュアルをいつでも

見られるように薄めに作成し、訓練し、改善していく。ひとりひとりがリスクに対する認

識持ち、考える訓練をし、実際に動けるようになることが究極の到達点である。

〈クレーム対応〉 素早く対応することが大切。よく話を聞き、言葉を繰り返して確認す

ると解決する場合もある。また、管理職に報告して学校全体で取り組む。普段から相談で

きる雰囲気を作っておき、良いコミュニケーションをとっておくことが予防策になる。

〈広報対応〉 記者の後ろに多くの地域社会と一般社会があることに注意する。学校の中

での事故やトラブルをどんなに大きく報道されようが、一回で終わらせることが重要。そ

のためにはすぐに対応する。トップがきちんと対応し、隠していると思わせない。その他、

記者会見の際にはいろいろな留意点があるので、訓練を受けておくとよい。

〈東日本大震災〉 ３月 11 日午後 2 時 46 分 23 秒にマグニチュード 9.0 の地震が発生し

た。津波も観測史上一番高い記録で、数多くの方が亡くなり、家屋の被害も多かった。今

回は想定を超えるリスクが多かったが、想定できることは最悪を考えておくのがリスクマ

ネジメントの鉄則。日本の組織人は自分も家族も大丈夫というと職場に行く。それだけで

人が集まり何でもできる。復旧力が非常に高いといえる。日本の企業というものはもとも

と危機管理能力が高いとまさに実感した。

学校は地域の避難所になっている場所であるが、津波被害により多くの犠牲が出た学校

もあった。ほんとうに残念でならない。そのほかの被害では、校舎の全壊・破損、卒業式

や入学式等の行事の中止・延期、帰宅困難者、通学不能・困難、給食の問題などが起こっ

た。災害対策の新たな課題がでてきたということが言える。

講 演 Ⅰ
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演 題 「脱民主化とサービス業としての学校改革」

講 師 常 盤 木 学 園 高 等 学 校 理 事 長 ・ 校 長 松 良 千 廣

昭和48年に30代で転職をした。このままでは学校がつ

ぶれるような状況になっていたので改革を行った。

当初、ものごとを決めるのは職員会議、教科主任会議

の多数決であった。これをやめて担当教科主任と校長の

相談による決定にした。学校改革にあたっては主任の互

選をやめ校長任命制度に変えた。校長が納得していない

結論を出すことは学校として一番いけない。教科予算も

校長が全てを見て無駄を排除することにした。夏休みも緊急時に連絡がとれないことがな

いよう、定刻までに全員出勤とし、定期試験中は家での採点を認めていたが禁止とした。

以前は客観性を理由にして定期試験の成績のいい者を会社に推薦していたが、企業が求

める能力は基礎学力ではない。コミュニケーションスキルの授業を取り入れ、模擬面接な

どを中心として推薦するという形をとった。それから、生徒を怒鳴りつける集会係制をや

め、校長がステージにたったら静かにすることを生徒と約束したところ、すぐに静かにな

った。修学旅行のときには時間厳守だけを徹底した。建学の精神に「自由」を謳っている

以上、後輩や他人の自由を奪うことが一番の罪。校則は理由がわかることばにすると生徒

にわかりやすい。また、以前は何でも施錠していたが、ピアノやパソコンはいつでも生徒

が使えるようにし、屋上も出入り自由とした。保護者には、自律を教育するためにリスク

テイキングをすると最初にお話ししている。

労働組合と妥協して懐柔策を打つことは無駄と判ったので、対決していくことにした。

しかし、彼らはイデオロギーによる嫌がらせが目的だったので、こちらが朝まで団交をや

る覚悟で始めたらすぐに帰ってしまった。労使は対等だというので、団交で使用者から組

合への攻撃を開始し、一件づつ取引をするようにすると力関係が変わっていった。労働組

合法では組合員の経済的地位向上のために交渉権があると書いてある。そこで教育関連の

要求は団交から切り離した。なお、生徒からの「授業アンケート」として授業評価を始め、

管理職の評価をプラスして給料を決めるということを開始宣言したところ、授業評価が低

かった教師約20名から辞表が出た。それが皆授業の下手な組合員だったために組合は壊滅

状態になった。

危機管理の話の一つは、昨年、事件に巻き込まれた。一番たちの悪い週刊誌は取材では

何も確認せずに噂をそのまま書く。それをそのまま信じてしまう市民がいて怖いと思った。

二つ目は震災である。いつもはすぐに生徒の所在確認をするが、今回は４日かかるという

のが現実だった。県内の体育館と劇場の吊り天井が落ちて現在も使えない状況になってい

る。今まで火事を前提で避難訓練をしてきたが、いつも決まった時間での訓練や、防災屋

が事前に避難器具をセットする訓練では何にもならないとわかった。今は秋の訓練は事前

予告無しでやるようにし、非常勤講師の授業時や理科実験時など、各教科ごとの細かな危

機管理マニュアルを作る作業に入っている。

講 演 Ⅱ
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□Ａグループ「学校改革について」

司会：森本純生（高崎商科大学附属高等学校 理事長・校長）

会場：私学会館（アルカディア市ヶ谷）４階 飛鳥

主な協議テーマ

１．民主化とは何か。

２．改革の中の教員のあり方

○管理職のリーダー意識

○予算管理について

○改革への意欲・スピード感の欠如

○大規模校での問題点

○人事評価・教員教育

３．学校運営について

○組合のない学校での給与予算について

○生徒募集のありかた

○カリキュラム改革

□Ｂグループ「学校改革について」

司会：正村幸雄（学校法人鹿児島学園 理事長）

会場：私学会館（アルカディア市ヶ谷）４階 鳳凰（東）

主な協議テーマ

１．労組対策について

○経営改革・財務状況の開示と人件費カットへの

抵抗

２．サービス業としての意識改革について

○「サービス業」「顧客」という概念について

３．今後の改革について

○組合のない学校での給与カット（人事考課）に

ついて

○法人内の学校の収支バランスと差別化

○リーダー（理事長）の意識改革と事務組織の活性

○教育の質の維持と教育サービスの付加

○経営改革の方法

○同一法人学校での差別化

○保護者の満足度を上げる

○教員の意識改革（経営感覚・年代に応じた役職等）

分 科 会
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□Ｃグループ「リスクマネジメントについて」

助言：茂木 寿

（東京海上日動リスクコンサルティング株式会社 上席主席研究員）

司会：富本道宣（富本教育研究所 所長）

会場：私学会館（アルカディア市ヶ谷）４階 鳳凰（西）

主な協議テーマ

１．茂木先生への質疑

○留学生の受け入れ、送り出しについての留意点

○救急時対応のためのプロフェッショナルの配置

○個人情報管理

○災害時の避難指示について

２．今回の震災での影響について

○学校での備蓄について（参加校の現状）

○水道管の破損による水道料金増

○非常用の発電機について

○安全委員会等の設置について

３．労基法について

○時間外労働（特にクラブ活動）について

□Ｄグループ「リスクマネジメントについて」

助言：茂木 寿

（東京海上日動リスクコンサルティング株式会社 上席主席研究員）

司会：工藤誠一（聖光学院中学・高等学校 理事長・校長）

会場：私学会館（アルカディア市ヶ谷）７階 白根

主な協議テーマ

１．３月 11 日当時の状況と影響について

○原発事故について（放射能測定・合宿中止等）

○生徒募集への影響

○食料・飲料水等の備蓄、宿泊用品等の準備

○通信手段について

○避難訓練（津波）

○被災地へのボランティア経験

○耐震工事（都道府県別の補助金の状況）

○節電について

○帰宅困難生徒・下校途中の被災生徒への対応

２．その他

○近隣トラブル

○教職員からの訴訟について

○校内での盗難事件の調査について
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回答者数：26 名（43 ％）

１．当研修会へのご参加を決められた動機

□「研究のねらい」等、当研修会全体に関心があって 7

□学校改革について参考にしたいため 4

□リスクマネジメントについての理解を深めるため 3

□上司の指示 5

□自己研鑽のため 4

□その他 1

２．講演Ⅰ「学校を取り巻くリスクとその対応のポイント」について

□リスクマネジメントの全体像が理解できた。 4

□リスクの種類・具体例などがよく整理され、理解しやすかった。 10

□リスクの洗い出し評価の考え方が参考になった。 4

□学校に持ち帰り、すぐに対応したいと思った。 6

□クレーム対応に関する考え方が理解できた。 2

□その他（豊富な資料で素晴らしい講演だった。 等） 5

□要望（データ量が多いのでポイントを絞ってほしい。等） 2

３．講演Ⅱ「脱民主化とサービス業としての学校改革」について

□全体的によかった。 4

□労組対策について参考になった。 9

□実体験や具体例が多く、参考になった。 7

□講師（松良千廣先生）の人格・人柄に感銘をうけた。 8

□その他（先生と生徒の関係をもっと知りたい 等） 3

４．分科会について

□他校の取り組みなどがわかり、参考になった。 10

□他校との問題点の共有ができ、安心した。心強く思った。 7

□活発な意見交換ができてよかった。 4

□その他 3

□要望 （テーマ設定をにもう一工夫してほしい。等） 7

５．全体会（交流会）について

□参考になった。有意義だった。 9

□要望 （他グループの発表をもっとしっかりうかがいたい） 1

参加者アンケート(まとめ）
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６．今回の研修会を、今後どのように活かしていくべきか、ご自身のテーマや当研究所へ

の要望など

☆ご自身のテーマ

□今回の研修について上司・校内へ報告・提案する。 2

□今回の研修で学んだことをできることから実践する。 6

□具体的に実践していきたい課題ができた。 2

☆研究所への要望

□今回のように実例に基づいた、生きた研修は非常に有益だと思う。1

□生徒の安全について、詳しく研修したい。 1

７．今後の研修会の会期・取り上げてほしい研修テーマや具体的な研修内容等のご希望

☆会期

□夏期休業中がよい（７月下旬。無理ならば 11 月頃） 2

☆研修テーマ・具体的な研修内容

□組織マネジメント 3

□労務対策 1

□その他（実務的なテーマ、若い世代の研修、事例報告 等） 6

都道府県名 参加人数 都道府県名 参加人数 都道府県名 参加人数

北 海 道 ２ 石 川 ― 岡 山 ―

青 森 ― 福 井 ― 広 島 １

岩 手 １ 山 梨 ― 山 口 ―

宮 城 １ 長 野 ― 徳 島 ―

秋 田 ― 岐 阜 ― 香 川 １

山 形 １ 静 岡 ２ 愛 媛 ―

福 島 ― 愛 知 ２ 高 知 ―

新 潟 ― 三 重 １ 福 岡 ３

茨 城 １ 滋 賀 ― 佐 賀 ―

栃 木 １ 京 都 ４ 長 崎 ―

群 馬 ― 大 阪 ８ 熊 本 １

埼 玉 １ 兵 庫 ３ 大 分 ―

千 葉 ３ 奈 良 １ 宮 崎 ―

神 奈 川 ５ 和 歌 山 ― 鹿 児 島 １

東 京 １５ 鳥 取 １ 沖 縄 ―

富 山 ― 島 根 ― 計 ６０

都道府県別参加者数


